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苦しみを改めて（ヨハネ4:14-19）
　
だれでも自分の思いどおりにうまくいって欲しいと願います。また、誰でも幸せになりたいと願いますが、思いとは裏腹に、むしろ苦しみが襲い掛かってきたり、失敗を繰り返してしまうことがあります。ときには病として苦しみが現れる場合があるし、家庭内の様々な複雑なことに現れるときもあります。いろいろな形で苦しみや失敗が現れるようになります。その前でほとんどの人は、ため息をついて崩れ落ちてしまいます。その結果、苦しみ、失敗=悪いものという消えない公式が作り上げられて、それに皆が縛られ束縛されて、それはどうにもならないと思って生きているのではないでしょうか。そこでクリスチャンの私たちはその部分に対して改める必要があると思います。本当に苦しみ、失敗というものはなければいいでしょうが、どんな形であれ、苦しみ、失敗というものは、いつも悪いもの、だめなものだけなのでしょうか。

今日の聖書を見ると、どういう事情があったのか分かりませんが、5回結婚して離婚して6番目の人とは入籍しないまま、ただ同居しているような状況のサマリヤのひとりの女性がいました。自分なりには良い人生、幸せな家庭を夢見てもがき、いろいろ頑張っていたのでしょうが、うまくいかなかったわけです。それで恥ずかしい思いもあるし、また絶望的なため息もあったでしょう。中東の地域では真昼の時にはみな休みます。あまりにも暑すぎるので。その誰も動かない、人影のない時間をとって人の目を避けて水を汲みに井戸の方にやってくる苦しい一日を送っていた女性がいました。それ自体は苦しいし大変だと思います。しかし、その所に、その時間帯に、救い主いのちの主であるイエス様がその井戸の方に行かれるようになりました。もちろんイエス様はすべてをご存知のうえで見通して計画の中でその所を訪問されたでしょうけれども、私たち人間側から見たとき、彼女は繰り返し、繰り返し人生を失敗していましたが、もしそのような失敗がなかったらそのタイミングでそこに来たでしょうか。普通に暮らしていれば、普通に涼しいときに他の人と一緒に水を汲みに行っておしゃべりをしたりしていたでしょう。わざわざ人目を避けてものすごく暑いときに、もう二度とここに来ないで済めばいいのにという思いで水を汲みに来たでしょうか。そして、恥ずかしい思いをして人と交わることを避け、人とのコミュニケーションなどはすべて断って一人ぼっちになり引きこもっているような状態です。それゆえ人目を避けてこっそりとため息をしながら水を汲みに来たのです。彼女にそのため息がなかったら、引きこもりになるような思いつめた、追い詰められた状況がなかったとしたら、そのタイミングで井戸の方に来たでしょうか。イエス様と会うことができたでしょうか。このような目線、角度から見る必要があると思います。それが苦しみと失敗を改めるということです。いつも私たちの頭では、それはもうそうするしかないと決まった公式のようになっていて、まったくそれは動かそうとしないわけです。だから、ため息と崩れ落ちることしかないのです。しかし、吟味してみると、そのような苦しみ、失敗の繰り返し、引きこもりになるような苦痛があったからこそ、彼女の今日があったのではないでしょうか。

そういう意味で、私たちに当たり前にインプットされて刻み込まれている苦しみ、失敗は悪者だという公式を改めていただきたいと思います。クリスチャンはこのように信じています。苦しみは、間違いなく辛いです。しかし、その苦しみと失敗は神様が与えられたチャンスです。けれども、ほとんどの人がそれをチャンスとして見てチャンスを生かす方向に行かずに、直ちにだめだという方向にすぐに行ってしまうので、このチャンス、機会をすべて失うようになるだけです。神様が私たちを愛し、神さまも心を痛めていらっしゃるのですが、この苦しみと失敗を許されるのです。それを通して人間が今までにない一番正直になる機会を与えていらっしゃるわけです。人が一番素直になるように。だから、苦しみと失敗があるときには、素直になる方向に行かないといけません。しかし、その機会を全部吹っ飛ばして、だめだ、どうしよう、どうすればこの苦しみが早く無くなるのかということばかり考えています。そうすると、余計に苦しくなるだけです。失敗は神様から与えられているチャンスです。苦しみは、神様から与えられている自分自身が一番素直に、正直になれる機会なのです。「なるほど、人生というものは、自分が思うままにいつもすんなりと行く、そういうものではないのだね」と正直にならないといけません。思いどおりにいかないからダメなのではありません。思いどおりにいかないようになっているものが人生というものなのですが、苦しみと失敗にぶつかるまではそれを認めようとしていなかったでしょう。でも、苦しみと失敗を通して、「人生は思いどおりに行くものではないのだね。そして、人生の前に立っている自分自身は、本当に無気力で無能なものなのだな」と率直に認める機会です。やればできる、頑張ろうではないかと何かを夢見て必死に一生懸命やります。しかし、そういうことによって苦しみと失敗が、人生が、どうにかなるようなものではありません。人生の問題とは、そんなにたやすい、簡単なものではないということを示されるときであるし、その前に立って自分がいかに無能なものなのかに正直になるためのチャンスなのです。その結果、失敗と苦しみの前で自分なりに何か分かっているつもりだったのですが、まったく分かっていないし自分がどれほど無知な存在なのか、知っていることより知らないことの方がよっぽど多いのです。それなのに人生がああだ、こうだ、何が正しい、正しくない、これは良い悪い、あなたが悪い、私が悪い、こっちが良いとかいろいろな評価をもっていったのですが、それがどれほど愚かなのか。私は無知な者、知らないことがあまりに多すぎるのだなということに直面して、それに素直に正直になるチャンスなのです。私が分かっていた知識というものは、本当はでたらめで何も当てにならないものだったのだなと素直にならないといけない、そういう機会を神様が許していらっしゃるのに、その機会は吹っ飛ばして、「何で」、「どうして」、「私だけが」といつもそうです。知らないからです。神様はおっしゃっています。苦しみと失敗はチャンスです。そのように素直になることによって、やっとこれこそが恵みなのですが、今まで見たことのない人生に隠れている真実を見るためのチャンスです。苦しみと失敗を経験しない限りは、どんな人間でも見ることはできません。みな高慢なままです。人生は進化していくもの、いつかどうにかなるだろうとハッピーな夢を見ているかもしれませんが、人生はそういうものではありません。隠れている真実、真相というものがあります。それを見るための機会です。人間というものは、良いものがあって、環境が整えられ、いっぱい持つことによって、頑張ることによって幸せになるものではなくて、動物的な傾向を持っている存在ではなくて、創造主、霊であられる唯一の神様、その神様が一緒にいて、その神様がともにおられる存在だったのです。今までは苦しみと失敗を経験するまでは、何もかもが全部肉体的な話しかありません。そうではなかったでしょうか。

しかし、失敗を通して初めて目に見える、自分が感じる肉体的なことだけではなく霊的な世界があり、霊的な事実があるのだなと初めて気がつくようになるのです。そういうチャンスです。苦しみそのものに目を留めないで、それを通して神様が与えられるチャンスの方を見るようにしないといけません。初めて霊的な事実、霊的な世界に気づくようになるのです。そのような存在だったのに、その祝福の基であられる神様を離れて神さまとはもう縁が切れてしまったので、苦しくなるというのは、ある意味、当たり前ではないでしょうか。それにとどまらずに、神を失った結果、目に見えない悪魔、サタンと呼ばれる暗やみの力に人生そのものが捕らわれて支配されるようになったのです。これは大学の教授も見ることができません。大統領も総理大臣もお医者さんも見ることができません。ハーバード大学に入っても教えてもらえない内容です。苦しみを通して、人生の失敗を通して、ただそこで苦しい思いをしてもがくことが正解ではありません。チャンスです。今まで見たことのないチャンスです。これが人生だ、これが世界だと思っていたもの全部が崩れて、空中の権威を持つ目には見えないけれども悪魔、サタンがこの世を支配し、自分の人生も操っているのです。その結果、自分自身は、実は生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれて、つまり、滅びるしかない運命に縛られて捕らわれて生きていたのです。全部、総合すると、自分は幸せになるのには、元から、ハナから不可能だった人生だったのです。誰かのせいや何かがあるからではなく、それはきっかけに過ぎないものであって、その辛い思いを通して本当は生まれたときから幸せになることができない、幸福不可能な人生だったということに初めて気づくようになります。その隠れている人生の真実を見るために神様はチャンスを与えていらっしゃるのです。
なぜ神様は、苦しみを与えてまで、失敗を許してまで、その人生の隠れている真実を見るようにしていらっしゃるのでしょうか。そこには幸せがないし、そこにはいのちもないし、希望も何もないところなのです。そうすることによって、私たちが今までの人生ではなくて、そこから抜け出して新しい神様が備えられている新しい人生を生きるためのチャンスを与えるために苦しみを許されたのです。失敗も許されました。新しい人生というものは、今まで知らないでいたのですが、どうしても幸せになることは根っこから不可能で、死と罪の原理に捕らわれている人生から永遠に完全に解放されることが新しい人生です。今の苦しみがどうなるかの問題ではありません。解放されない限りは、新しい人生はありません。そして、ただ修正するだけの人生ではなくて、まったく新しく生まれるようになるときに新しい人生になります。
その結果、また神様と出会い、神様といつまで経っても離れることなく一緒にいるようになります。それを永遠のいのちと言います。その永遠のいのちを所有することによって、新しい人生になるし、新しく生まれることによって新しい永遠のいのちを持つようになるし、そのためには死と罪の原理から解放されないといけないのです。このような新しい人生を私たちに歩いてもらうために、それを与えられるために苦しみと失敗を許して人生の隠れている真実を見るようにチャンスを与えられました。ですから、私たちは苦しみと失敗に対して、今までのような態度、対処ではなくて、それを改めないといけないと思います。今まではどうしていたでしょうか。単に辛いから、単に苦しくなるから悪いという公式に縛られているので、それをとにかくなくそうとそればかり考えていたのです。そうしている限りは、無くならないどころか、よりややこしくなるということを肝に銘じていただきたいと思います。神様のチャンスとは合わないのです。神様と周波数がまったく合いません。それが合わないというのは、誰かさんと合うということになってしまうのです。そこを改めましょう。また、その苦しみから何らかの形で逃げようとするのです。逃げる形はいろいろあります。ある人は趣味に没頭したり、ある人は仕事に没頭したり、ある人は自分の研究に没頭したり。そうすることによって、とにかく逃げようとします。でも、それでは根本的に何も変わりません。これもあれもだめなときには、もがくこともできない、そういう力もないときには、絶望のため息の中でひきこもるしかありません。それがエスカレートした場合には、自分で命を絶つようになるでしょう。なぜでしょうか。苦しみと失敗に対して、サタンが作りあげた否定的な思いの他には何もないからです。それがもう頭の中で消えない公式になっているのです。だから、それしか見えません。これが苦しみです。これしか見えないのです。「なぜこれが出てきたのか。いつなくなるのだろうか」と神様のチャンスがまったく見えません。だから、もう一度言います。クリスチャンは、神様のメッセージ、御声を聞かないといけません。また、世の中で苦しんでいる多くの人を助けるためにも、苦しみと失敗の本当の秘密を理解しないといけません。神様から与えられた新しい人生を生きるためのチャンスです。だから、今までの態度を改めて、神様からのチャンスを生かす方向に行かないといけません。

それが何かというと、真実な悔い改めをすることなのです。その悔い改めが何かというと、今までは「この苦しみが問題です」「この失敗が問題です」「病が問題です」と思っていたその問題を変えることです。「神様、今まで間違っていました。精神的な悩みや肉体的な病が、親がああだ、こうだ、自分が障害を抱えていること、いろいろなことを問題だと思っていましたが、実はそれが問題ではありません。苦しみと失敗が問題ではありません」。これが悔い改めです。大胆にそれを宣言しないといけません。早くその呪縛から解放されないといけません。辛いでしょうがそこを見ていてはいけません。それはもはや問題ではありません。本当の問題は、私が神様を知らないことが問題です。神から離れていることが問題です。目に見えない悪魔のしわざが問題で、滅びの運命の力、それが問題です。だから、私に必要なのは、この苦しみと失敗が無くなることではありません。もうそのテーマ、執着などから解放されていて、目を移して違うところに目を留めないといけません。私に必要なのは、神様ご自身なのです。私に今、必要なのは、悪魔のしわざが打ち壊されることなのです。私に必要なのは、滅びの、死と罪の原理から根本的に解放されることなのです。だから、私に必要なのは、キリストなのです。まことの王様、偽物の悪魔の頭を踏み砕かれ勝利された王様が必要なのです。神様に会えるためのまことの預言者、そのキリストが必要なのです。罪と滅びの運命を完璧に清められたまことの祭司なるキリストが今、私には必要なのです。どんな苦しみ、どんな失敗なのかは、人それぞれでしょうけれども。サマリヤの女性も言いました。キリストという方が来られたときには、そのすべての正解が明らかになると私は知っていました。あなたとしゃべっている私がキリストなのだとイエス様がおっしゃった時に、彼女の人生は変わりました。彼女にどんな事情があったのか分かりません。5回も結婚したというのは、自分なりに幸せな温かい家庭を目指してどれほどもがいて頑張ったのでしょうか。それでも失敗の繰り返しなのです。その失敗がなかったら、永遠のいのちの主、まことの祭司であり、まことの預言者であり、まことの王様である唯一のいのちの主、イエス・キリストと出会うことができたでしょうか。彼女がそのままの苦しい人生を送っていたのが、何らかのきっかけでそこから人生が変わったのか分かりませんが、どっちにしても滅びの運命のままの人生なのです。けれども、その苦しみを患っているその時は辛いでしょうが、それがあったからこそ彼女は誰も動かない真昼に水を汲みに来て、そこでぴったりとイエス・キリストと出会ったわけです。皆さんもそのような経験の主であると思いますが、なぜそのように整理されないのでしょうか。これが一番のポイントなのです。悔い改めましょう。私がこれが問題だ、これはだめだと思っていたのですが、それは間違いでした。これからは、それを問題だとは言いません。だまされていました。苦しみは問題ではありません。失敗も問題ではありません。問題は、創世記3章の罪です。だから、必要なのは、本当の意味でお医者さんでもカウンセラーでもありません。薬でもお金でもありません。キリストが必要なのです。本当にキリストの前に立つチャンスを神様は与えられたのです。教会に通うことではありません。キリストの前に立たないといけません。キリストを絶対的に実際的に必要とするチャンスです。それでそのような悔い改めがあった時に、イエス様はおっしゃいます。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人には、神の子どもになる特権を与えられる。イエス様をキリストとして、イエス様をまことの王様、預言者、祭司として、私は信じて受け入れます。受け入れたときに、たとえその苦しみと失敗がそのまま残っていたとしてもだまされないように。その瞬間、無くなる場合もありますが、そこはもはやテーマではありません。キリストの前に立たせるために、神様が与えられるチャンスなのです。その方向に行かないといけません。でも、サタンはいつまで経っても自分のものとしてずっと縛り付けるために、「問題でしょう。問題に注目しなさいよ。問題にあなたの心と精神、全部、縛り付けなさいよ。問題から一歩も離れないように」といつも偽りを言います。神の御声を聞きましょう。苦しみ、失敗、辛いですが、神様から与えられたチャンスなのです。キリストの前に立つようにしましょう。問題を解決するためにイエス・キリストを告白したり、御名を呼ぶわけではありません。その問題が問題ではないということが分かったので、本当の問題が何か分かったので、キリストは私の病気を治すための道具ではありません。私の貧しさを解決するための道具ではありません。原罪の滅びの運命を根っこから腐っているその人生を丸ごとと取り換えるためのいのちの主です。そのようなキリストを必要としてもらうために。
今、皆さんが辛い、辛いと言っている問題が問題ではありません。その問題を通して、本当の問題を見るための窓ガラスのようなものなのです。それを通して覗いてみてください。今の問題が辛いでしょうが、その問題を捕えてすがる余裕も暇もありません。本当の問題を見るのであれば、本当の地獄を見たのであれば、キリストしか見えません。それを見せるために私たちに辛い思いをさせてまで苦しみと失敗を許されたのです。神様の御声をぜひ聞いてください。イエス・キリストを受け入れたときに、本当の意味で人生の変化を見るようになります。その瞬間、Ⅰコリント3：16に書いてあるように、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることを分かっていないのか。神様と出会い、神様が内住される人生に変えられます。その結果、ガラテヤ2：20に書いてあるように、滅びるしかなかった運命に捕らわれていた人生、その私は十字架とともに死んでもう終わりです。今までにあった死と罪の原理から永遠に解放され、ヨハネ3：3に書いてあるように、新しく生まれたものになるし、その結果、ローマ8：33にあるように、どんなものも神様が私を美しい、義だ、良しと宣言しているのに、私たちを訴える者は宇宙に存在しない、そういうものに変えられます。自信を持つようにしましょう。おまえはだめだというのは、100％サタンの声です。神はキリスト、イエスにあって、苦しみを許してまで、私たちを神のものに、いのちを与えられました。それでもう二度と訴えられないために。おまえはだめだと言われないように。そのような存在に作りかえるために。イエス・キリストの中にそのような変化があります。こういう人生に作りかえるために苦しみも失敗も神様が許されました。それでいつ死んでも天国に行けるように、天の御国の国籍、つまり、死そのものも、死ぬのですが、私たちには恐怖でもなんでもありません。その恐怖からも自由なのです。いつ死んでも構いません。そのような存在に、全く新しいものに、幸いな者に作りかえるために、私たち人生の真実を見てもらわないといけないので、その方法の99.9％は、苦しみと失敗を通して成り立つものなのです。それなのに私たちは今までサタンに操られて、習慣通りに苦しみと失敗があれば即座に悪いものとして、どうしようと神様のチャンスは全く見ようとしないのです。その苦しみと失敗に正しく対応することによって私たちは本当に勝利ある者として、丈夫な者としてしっかり立って人生を歩くようになります。つまり、苦しみと失敗そのものを悪い、どうしようと悩んでもがいてため息をつく人生からがらりと変わって、苦しみと失敗を感謝するところに立つようになります。キリストの前に立ってください。苦しみ=キリストというサインです。
このように感謝するでしょう。苦しみと失敗のゆえに私はキリストと出会い、いのちを得られました。苦しみと失敗のゆえに、私はまことの永遠のいのちの所有者になりました。苦しみと失敗のゆえに、本当は地獄の永遠の苦しみから解放されました。今ある苦しみが、それ以上ない苦しみのように思うかもしれません。大体、個人的には自分が味わっている苦しみが一番大きい、世界で最高の苦しみだと皆そのように勘違いしています。個人、個人の問題ですが、その苦しみは本当の苦しみと比べるとへっちゃらなのです。地獄の苦しみ、永遠の地獄の火の苦しみ、そこから永遠に解放されました。その苦しみのゆえに、その失敗のゆえに。だから、感謝するようになるのです。問題は、苦しみや失敗があるかないかではありません。それをチャンスにするのか、今までどおりに公式に縛られ、公式に従ってもがいてため息をするのか、どちらかです。そして、それにとどまらずに、苦しみと失敗を通して、自分の人生の方向が見えてきたり、人生を生きる意味、理由を発見するようになります。だから、感謝ですよね。その苦しみと失敗を通して、それが土台となり、苦しんでいる人々のために、残りの人生を生きようではないかという方向性が見えてくるようになります。なんと感謝なのでしょうか。そうでなければ、何を食べるか何を飲むか何を着るか、どうすれば欲望を達成できるか、どうすれば金持ちになれるかということばかり考えて年老いて死んでいくようになったはずなのに、失敗と苦しみをとしてまことのいのちの祝福に預かり、その苦しみを感謝しながら残りの生涯、苦しんでいる多くの人のためにという意義ある理由、人生を発見して、そのために方向性がはっきりするようになります。もっと正確に申し上げると、苦しんでいる人のために生きるのではありません。苦しみにだまされている人のために生きるのです。苦しみをもってもがいてため息をついて絶望している人々に、それではなくて、それは神様のチャンスなのだとまことの人生の答えを提供する、それが苦しんでいる人を助ける方法です。自分が経験したから。苦しみと失敗を通して、方向性がはっきりするようになります。なんと感謝なのでしょうか。ある人はクリスチャンなのに、なぜ生きるのか、何をしながらどういう意味を持って生きるのかというのがなくて、漠然として生きるのです。一日、一日に意味がありません。まだ余裕がある時は意味がないだけで、余裕がない時には意味がないのでもう生きるのに必死です。かわいそうではないでしょうか。お金があるかないかに関係ありません。クリスチャンは生きるのに必死になる存在ではありません。生きる確かな理由をもって、しかも聖なる神様の理由を持って生きる尊い存在です。それが苦しみと失敗を通して発見できるものです。
その結果、私たちは苦しみと失敗の中にいる人々を理解するものになります。それが財産です。苦しみと失敗を通してそのような財産を手に入れるようになります。つまり、今も苦しんでいる、失敗している多くの人がいます。彼らを見る見方が変わります。自分が経験したので。つまり、自分が人々を理解するために先に学習して予習したのです。予習があるのとないのとでは全く違うのではないでしょうか。神様、予習をさせてくださりありがとうございます。精神的な苦しみ、不治の病、結婚の失敗、いろいろな経験を通して、神様、予習しました。お金も払わずに塾に入りました。感謝なのです。理解できるから人々を待つことができるのです。そして、その人のために何を祈ればいいのか正しい祈りをしてあげられる人間になれます。そこにこそまことの愛があり、余裕があるのです。これが苦しみと失敗を通して与えられた財産です。いのちが与えられ、使命が与えられ、財産を所有することにまでなりました。なんと感謝でしょうか。ここまで私たちがしっかりとクリアして立っていないといけません。皆さん、人それぞれ形は違うでしょうが、みな神様から離れて生まれて人生を生きていくわけですから、何らかの形で失敗があり、また苦しみがあるのです。ひとりだけの問題ではありません。それをしっかり整理しないといけません。
まずは、今日のメッセージを握って、自分の過去を振り返って過去にあった苦しみと失敗に対しての見方を変えるように整理しましょう。この1週間のうちに具体的に、どんな失敗があったでしょうか。どんな苦しみがあったでしょうか。それから、今現在ある苦しみと失敗を見る見方を改めてそれも整理しましょう。感謝が生まれるまで整理しましょう。今日のメッセージをしっかり握って、苦しみは神様から与えられるチャンスなのです。苦しみが問題ではなくて、チャンスを無視することです。つまり、永遠のいのちの祝福、救い、言葉を変えますと、キリストを中心にしてそれを改めるように、見方を変えるようにしましょう。皆さんの人生そのものがまったく新しいものに変わるようになるし、光が見えてくるようになると思います。
祈り)

恵み深い天の父なる神様。神様の計り知れない大きな愛と恵みを感謝いたします。私たちを愛して、愛して、私たちが滅びの人生から救い出されて新しいいのちある祝福の人生を歩んでもらうために苦しみと失敗を許してまで、チャンスを与えていらっしゃることをありがとうございます。苦しみと失敗に対して消えない公式、呪縛、束縛のようなものから解放されて、それを全部打ち破って神様のチャンスだと宣言し告白して、チャンスを生かす方向にキリストの前に立つ機会にするようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
5

